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研究に大きいヒント 

「地方創生」の話を聞くと、朴正熙大統領の「セマウル運動」を想起する。

「セマウル運動」は朴正煕大統領が主導して行った運動で、それによって漢

江の奇跡を成し遂げたと言われるものである。朴正煕大統領は軍事クーデタ

ーを起こし権力を握り、今では古くなった「新しい村」「セマウル運動」を行

った。テレビなどマス・メディアを最大限に利用しながら豊かな国作りの夢

を国民に与えた。 
はじめは農村開発運動として経済的収入増大などを強調したが、精神革命

も必要とした。一次経済開発計画(1962－66)と二次経済開発計画(1967－71)
において経済成長に自信を得た朴大統領は近代化の不均衡を突破するために

は農民の自覚が必要であると考え、三次経済開発計画としてセマウル運動を

起こした。経済的収入増大などを強調したが、結果的に精神革命になったの

である。 
朴正熙大統領がセマウル運動を始めたきっかけは何だったのだろう。当時、

独創的だと言われ、あるいは北朝鮮の千里馬運動に対応するものだとも言わ

れた。また農村振興運動を想起させるなど色々な説があった。朴大統領がセ

マウル運動をどういう契機で始めたのかはまだ不明である。私はターナー氏

らが経済発展の点で評価をし、セマウル運動が日本帝国の農村振興運動に似

ていると指摘している１ことから大きなヒントを得た。 
 
セマウル運動と農村振興運動の接点 

私は朴正熙氏が大邱師範学校で修学、1937 年から聞慶公立普通学校教師と

して 3 年間勤めたことはもちろん知っていた。当初はただ日本植民地時代に

師範学校の教育を受け、陸軍士官学校を卒業して軍人として生きてきたこと

が政策などに生かされていたのでないだろうかと考えた。しかし私は日本植

民地研究をし始めてから、セマウル運動が日本からの影響ではないかともっ

と深く考えるようになった。そして彼が農村振興運動に関与していたのかど

うかということが私の最大の関心事になった。それは私がセマウル運動と農

村振興運動の接点を探していたからであった。朴氏がその農村振興運動の指

導教育の体験から、セマウル運動を構想し展開したのではないかという仮説

を私は持っていたのである。 
朴正煕大統領は 1917 年慶尚北道善山郡亀尾邑上毛里 117 番地で生まれ、

日本名は岡本実、通名は高木正雄である。しかし彼はほぼ「朴正煕」という

名前で一貫した。農村振興運動が始まった1932年に亀尾普通学校を卒業し、

1937 年大邱師範学校を卒業。1937 年から３年間聞慶公立普通学校教師とし

て勤めた。1940 年満州新京の軍官学校２期生として入学し、1944 年に東京

座間の陸軍士官学校を第 57 期生として卒業した。陸軍少尉に任官され松山

第 14 連隊に配属されて、後に満州国軍第八旅団の小隊長をした。 
教育者から軍将校への経歴から、私は彼の人生観、革命思想などを推測し

ていた。私には彼の言動などから軍人であっても師範学校卒の「先生」の教

師像が強く感じられた。日本の教育システムで受けた教師としての、すなわ

ち師匠としての態度を一貫したようである。清廉潔白な教師のような人格を

基本としていたということができる。彼は他の韓国の大統領のように親姻族

による不正の問題は起こしていないし、その点を国民は信頼していたと、私

は感じている。 
彼は日本を非難したことはなかった。フランスの民権革命、中国の孫文革

命、「日本の明治維新」、トルコのケマルパシヤ革命、イギリスの産業革命な

ど我々に与えてくれるものは大きいと述べている。「明治維新の時の志士のよ

うな覚悟で祖国再建に努めており、そのために明治維新を研究している」「私

は日本陸軍士官学校出身であり、強い軍隊を造るには日本式教育が一番良い」

とも言った。日本の軍国主義精神、特に国家改革論という革新派将校たちが

抱えていた昭和維新（2・26 事件）思想の影響を受けたとも言われている２ 。 
 私はその脈絡からセマウル運動と農村振興運動の接点は日本、つまり朝鮮

総督府の農村振興運動との関係であると確信するようになった。それは彼が

慶公立普通学校の教師の時に農村振興運動を指導した経験があったという朝

鮮総督府の農村振興の資料を見たからである。特に「聞慶更生農園」（身北更

がいながらも職場のある男性から好意を受け続ける女性の悩みが取り上げら

れている。このように第３章では、政治や経済についての難解な内容ではな

く、当時の中国変革期の人々の恋愛の具体例を示しながら執筆されており、

その読み易さが一種の緩衝剤となり、本書が政治、経済、思想に関する一辺

倒な歴史書になることを防いでいる。 
 そのほか、第二章では文筆家の朱海濤の大学生時代の生活の様子を紹介す

ることで、読者に五四時代の北京やその大学の自由さをより鮮明に印象づけ

ている。また文筆家のような人口に膾炙した人物だけではなく、第五章では

安徽省の一般女性が、大躍進政策の中で飢えに苦しんだ凄惨な回想も取り上

げている。一般女性の「語り」を挿入することによって、知識人だけではな

い社会の姿を捉えることが出来る。他にも、第七章の恋愛や仕事後の私生活

について語るバス車掌のインタビュー等、枚挙にいとまはなく、読み手に当

時の雰囲気や語り手の心情をありありと伝えている。 
もちろん、取り上げられた「語り」は、著者が恣意的に選択したものであ

ることは免かれない。だが、日本語訳の自然さともあいまって、その卒直な

思いを伝えることで、整然とした著者の叙述と明確なコントラストを示し、

読者を惹きつける。人々の生活や個人の感情を覗くことによって大きな歴史

の流れを把握し、また逆にその歴史の流れを受けながら生きていく人々の姿

を描き出していくという、叙述のスタイルである。20 世紀の初めの新文化運

動で示された、大きくかつ複雑な思潮を表現するために、多くの人の「語り」

を挿入することによって、中国を貫く重層的な五四の思想を表現したといえ

よう。そしてそのことによって、我々は本書を通じて中国と中国人の近代に

ついて、偏見なく考察する基礎となる知識を得ることが出来るのである。 
 
 
注 
１ 本稿は広島大学総合科学部同演習の担当教員・水羽信男と以下の受講生が

作成した。岡添りえ、石原あかり、後藤拓朗、白神直弥、高橋優太、西村

咲輝、野村優希、三浦翔悟、武藤舜。 
２ 本書については吉澤誠一郎「五四運動から読み解く現代中国 : ラナ・ミ
ッター『五四運動の残響』を手がかりに」『思想』第 1061 号、2012 年も
参照のこと。 
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生農園）の資料をみたときからである。 
 
聞慶公立普通学校へ 

 1995 年その資料を見た私は、早速翌年に聞慶公立普通学校を訪ねた。そこ

は当時慶尚北道農道訓練所の中の「聞慶更生農園」（聞慶郡聞慶面下里）と「身

北更生農園」（同郡身北面葛坪里）が経営主体の指定学校だったからである。

その更生農園卒の生存者の鄭玉振氏に会った。彼へのインタビューによれば、

韓国人の趙先生が主に農園で生活しながら指導をした。朝早く起きて大声を

出すことから、一日の日課を始めた。主に特殊作物やスイカ、さつまいもな

どを栽培したが、啓蒙することが目的であった。主に昼間は労働をし、夕方

に講義が行われた。講師は聞慶郡の尹郡守をはじめとして豊田校長、郡庁内

務課長、事務課長など産業界の人であったという。10 人の生徒が受講した。 
鄭氏は私に、朴正熙氏は聞慶公立普通学校の教師として付設学校の身北更

生農園(身北面葛坪里)で授業を行ったと証言してくれた。葛坪里は聞慶から

12km ほど離れた山奥である。翌朝葛坪里龍興初等学校に到着し、金文鎬校

長を訪ねた。彼の紹介で朴正熙氏に当時直接学んだキム・ソンファン氏など

三人の弟子たちに会うことができた（写真１）。彼らは朴正熙教師が葛坪簡易

学校で農村振興の授業科目を担当したと証言した。 
 

   
 

 それによると簡易学校の姜光乙先生が 40 日間出張をした間、朴正熙先生

が代講してくれたという。彼らは朴正熙先生に対する深い謝恩をもって、心

を込めて、そして真剣に情報を伝えてくれた。酒席では「農村振興歌」を歌

った。毎朝ラッパを吹いておられ、清掃を徹底した人、運動が好きで学生た

ちとよく交わる先生、日本の人々に軽く見られてはいけないと絶えず闘志を

吹き込んだ人、貧富貴賎、分け隔てなく弟子を愛した人、酒が好きな教師、

家庭訪問をたくさんして学生の父兄たちともよく交わった先生、よく走った

運動靴で記憶される人、そして教師で満足する方ではなかったと話しておら

れた。 
私は後に姜光乙先生に関する証言を裏付ける資料を見た。1935 年『朝鮮』

7 月号の金玉鉉氏が寄稿した「慶北の農村を観る」である。 
 

昨年以来各地に簡易学校の設立を見、簡易学校の教育が農村の実際に即

する実習本位の教育であるだけに農村振興に密接な開係があるのは疑

わざる事実である。簡易學校の生徒は二箇年間農家更生の実習生として

訓育を受け卒業後、部落の中堅青年として更生運動の先陣を勤める、農

村の福祉を築く意義ある活きた教育である。聞慶郡聞慶面身北簡易學校

は邑内より北に離れた二里十八町の山奥の寒村にあるが、昭和九年五月

に設立し生徒一、二年生八十二名を有し、教員は姜光乙氏、四十一歳で

あった。校門に入るとー目で気を引くのは全てが立派に整頓されて無駄

な所が無いことであった、校舎は勿論牛、豚、鶏舎、堆肥舎、肥料を貯

めるところ等一区域を劃し実によく整へてゐるのみでなく、土堤の下に

は桑樹を植栽し、庭の隅には薬草其他蔬菜を栽培する等空地を完全に利

用し、実習地も整然と区劃し作物の成長もよろしく見る者をして感心せ

しむる程であった。実習地中の約一反歩は昨年中林野を開墾し熟田に化

し、更に開墾をなす豫定地も約二反歩程隣接してあつた、昨年、生徒一

人当実習収入高は最多十八円五十銭、最少十一円五十銭、平均十三圓に

達し、作業の種類は部落民の田植及除草の引受け、田の稲刈、木炭運搬、

叺織、縄綯、草履作り、実習畓田作業、採薪、養畜、花弁栽培、蔬菜家

庭作業等であって最も多く収入を挙げたものは吹織百八十圓、木炭運搬

百六十圓にして他のものと合せ總計六百二十八圓の収入を挙げ得たの

である。簡易學校にして僅か一箇年を過ぎざるに斯る成績を挙げ得たる
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研究に大きいヒント 

「地方創生」の話を聞くと、朴正熙大統領の「セマウル運動」を想起する。

「セマウル運動」は朴正煕大統領が主導して行った運動で、それによって漢

江の奇跡を成し遂げたと言われるものである。朴正煕大統領は軍事クーデタ

ーを起こし権力を握り、今では古くなった「新しい村」「セマウル運動」を行

った。テレビなどマス・メディアを最大限に利用しながら豊かな国作りの夢

を国民に与えた。 
はじめは農村開発運動として経済的収入増大などを強調したが、精神革命

も必要とした。一次経済開発計画(1962－66)と二次経済開発計画(1967－71)
において経済成長に自信を得た朴大統領は近代化の不均衡を突破するために

は農民の自覚が必要であると考え、三次経済開発計画としてセマウル運動を

起こした。経済的収入増大などを強調したが、結果的に精神革命になったの

である。 
朴正熙大統領がセマウル運動を始めたきっかけは何だったのだろう。当時、

独創的だと言われ、あるいは北朝鮮の千里馬運動に対応するものだとも言わ

れた。また農村振興運動を想起させるなど色々な説があった。朴大統領がセ

マウル運動をどういう契機で始めたのかはまだ不明である。私はターナー氏

らが経済発展の点で評価をし、セマウル運動が日本帝国の農村振興運動に似

ていると指摘している１ことから大きなヒントを得た。 
 
セマウル運動と農村振興運動の接点 

私は朴正熙氏が大邱師範学校で修学、1937 年から聞慶公立普通学校教師と

して 3 年間勤めたことはもちろん知っていた。当初はただ日本植民地時代に

師範学校の教育を受け、陸軍士官学校を卒業して軍人として生きてきたこと

が政策などに生かされていたのでないだろうかと考えた。しかし私は日本植

民地研究をし始めてから、セマウル運動が日本からの影響ではないかともっ

と深く考えるようになった。そして彼が農村振興運動に関与していたのかど

うかということが私の最大の関心事になった。それは私がセマウル運動と農

村振興運動の接点を探していたからであった。朴氏がその農村振興運動の指

導教育の体験から、セマウル運動を構想し展開したのではないかという仮説

を私は持っていたのである。 
朴正煕大統領は 1917 年慶尚北道善山郡亀尾邑上毛里 117 番地で生まれ、

日本名は岡本実、通名は高木正雄である。しかし彼はほぼ「朴正煕」という

名前で一貫した。農村振興運動が始まった1932年に亀尾普通学校を卒業し、

1937 年大邱師範学校を卒業。1937 年から３年間聞慶公立普通学校教師とし

て勤めた。1940 年満州新京の軍官学校２期生として入学し、1944 年に東京

座間の陸軍士官学校を第 57 期生として卒業した。陸軍少尉に任官され松山

第 14 連隊に配属されて、後に満州国軍第八旅団の小隊長をした。 
教育者から軍将校への経歴から、私は彼の人生観、革命思想などを推測し

ていた。私には彼の言動などから軍人であっても師範学校卒の「先生」の教

師像が強く感じられた。日本の教育システムで受けた教師としての、すなわ

ち師匠としての態度を一貫したようである。清廉潔白な教師のような人格を

基本としていたということができる。彼は他の韓国の大統領のように親姻族

による不正の問題は起こしていないし、その点を国民は信頼していたと、私

は感じている。 
彼は日本を非難したことはなかった。フランスの民権革命、中国の孫文革

命、「日本の明治維新」、トルコのケマルパシヤ革命、イギリスの産業革命な

ど我々に与えてくれるものは大きいと述べている。「明治維新の時の志士のよ

うな覚悟で祖国再建に努めており、そのために明治維新を研究している」「私

は日本陸軍士官学校出身であり、強い軍隊を造るには日本式教育が一番良い」

とも言った。日本の軍国主義精神、特に国家改革論という革新派将校たちが

抱えていた昭和維新（2・26 事件）思想の影響を受けたとも言われている２ 。 
 私はその脈絡からセマウル運動と農村振興運動の接点は日本、つまり朝鮮

総督府の農村振興運動との関係であると確信するようになった。それは彼が

慶公立普通学校の教師の時に農村振興運動を指導した経験があったという朝

鮮総督府の農村振興の資料を見たからである。特に「聞慶更生農園」（身北更
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生農園）の資料をみたときからである。 
 
聞慶公立普通学校へ 

 1995 年その資料を見た私は、早速翌年に聞慶公立普通学校を訪ねた。そこ

は当時慶尚北道農道訓練所の中の「聞慶更生農園」（聞慶郡聞慶面下里）と「身

北更生農園」（同郡身北面葛坪里）が経営主体の指定学校だったからである。

その更生農園卒の生存者の鄭玉振氏に会った。彼へのインタビューによれば、

韓国人の趙先生が主に農園で生活しながら指導をした。朝早く起きて大声を

出すことから、一日の日課を始めた。主に特殊作物やスイカ、さつまいもな

どを栽培したが、啓蒙することが目的であった。主に昼間は労働をし、夕方

に講義が行われた。講師は聞慶郡の尹郡守をはじめとして豊田校長、郡庁内

務課長、事務課長など産業界の人であったという。10 人の生徒が受講した。 
鄭氏は私に、朴正熙氏は聞慶公立普通学校の教師として付設学校の身北更

生農園(身北面葛坪里)で授業を行ったと証言してくれた。葛坪里は聞慶から

12km ほど離れた山奥である。翌朝葛坪里龍興初等学校に到着し、金文鎬校

長を訪ねた。彼の紹介で朴正熙氏に当時直接学んだキム・ソンファン氏など

三人の弟子たちに会うことができた（写真１）。彼らは朴正熙教師が葛坪簡易

学校で農村振興の授業科目を担当したと証言した。 
 

   
 

 それによると簡易学校の姜光乙先生が 40 日間出張をした間、朴正熙先生

が代講してくれたという。彼らは朴正熙先生に対する深い謝恩をもって、心

を込めて、そして真剣に情報を伝えてくれた。酒席では「農村振興歌」を歌

った。毎朝ラッパを吹いておられ、清掃を徹底した人、運動が好きで学生た

ちとよく交わる先生、日本の人々に軽く見られてはいけないと絶えず闘志を

吹き込んだ人、貧富貴賎、分け隔てなく弟子を愛した人、酒が好きな教師、

家庭訪問をたくさんして学生の父兄たちともよく交わった先生、よく走った

運動靴で記憶される人、そして教師で満足する方ではなかったと話しておら

れた。 
私は後に姜光乙先生に関する証言を裏付ける資料を見た。1935 年『朝鮮』

7 月号の金玉鉉氏が寄稿した「慶北の農村を観る」である。 
 

昨年以来各地に簡易学校の設立を見、簡易学校の教育が農村の実際に即

する実習本位の教育であるだけに農村振興に密接な開係があるのは疑

わざる事実である。簡易學校の生徒は二箇年間農家更生の実習生として

訓育を受け卒業後、部落の中堅青年として更生運動の先陣を勤める、農

村の福祉を築く意義ある活きた教育である。聞慶郡聞慶面身北簡易學校

は邑内より北に離れた二里十八町の山奥の寒村にあるが、昭和九年五月

に設立し生徒一、二年生八十二名を有し、教員は姜光乙氏、四十一歳で

あった。校門に入るとー目で気を引くのは全てが立派に整頓されて無駄

な所が無いことであった、校舎は勿論牛、豚、鶏舎、堆肥舎、肥料を貯

めるところ等一区域を劃し実によく整へてゐるのみでなく、土堤の下に

は桑樹を植栽し、庭の隅には薬草其他蔬菜を栽培する等空地を完全に利

用し、実習地も整然と区劃し作物の成長もよろしく見る者をして感心せ

しむる程であった。実習地中の約一反歩は昨年中林野を開墾し熟田に化

し、更に開墾をなす豫定地も約二反歩程隣接してあつた、昨年、生徒一

人当実習収入高は最多十八円五十銭、最少十一円五十銭、平均十三圓に

達し、作業の種類は部落民の田植及除草の引受け、田の稲刈、木炭運搬、

叺織、縄綯、草履作り、実習畓田作業、採薪、養畜、花弁栽培、蔬菜家

庭作業等であって最も多く収入を挙げたものは吹織百八十圓、木炭運搬

百六十圓にして他のものと合せ總計六百二十八圓の収入を挙げ得たの

である。簡易學校にして僅か一箇年を過ぎざるに斯る成績を挙げ得たる

研究エッセイ 

朴正煕と農村復興運動 

崔 吉城 

研究に大きいヒント 

「地方創生」の話を聞くと、朴正熙大統領の「セマウル運動」を想起する。

「セマウル運動」は朴正煕大統領が主導して行った運動で、それによって漢

江の奇跡を成し遂げたと言われるものである。朴正煕大統領は軍事クーデタ

ーを起こし権力を握り、今では古くなった「新しい村」「セマウル運動」を行

った。テレビなどマス・メディアを最大限に利用しながら豊かな国作りの夢

を国民に与えた。 
はじめは農村開発運動として経済的収入増大などを強調したが、精神革命

も必要とした。一次経済開発計画(1962－66)と二次経済開発計画(1967－71)
において経済成長に自信を得た朴大統領は近代化の不均衡を突破するために

は農民の自覚が必要であると考え、三次経済開発計画としてセマウル運動を

起こした。経済的収入増大などを強調したが、結果的に精神革命になったの

である。 
朴正熙大統領がセマウル運動を始めたきっかけは何だったのだろう。当時、

独創的だと言われ、あるいは北朝鮮の千里馬運動に対応するものだとも言わ

れた。また農村振興運動を想起させるなど色々な説があった。朴大統領がセ

マウル運動をどういう契機で始めたのかはまだ不明である。私はターナー氏

らが経済発展の点で評価をし、セマウル運動が日本帝国の農村振興運動に似

ていると指摘している１ことから大きなヒントを得た。 
 
セマウル運動と農村振興運動の接点 

私は朴正熙氏が大邱師範学校で修学、1937 年から聞慶公立普通学校教師と

して 3 年間勤めたことはもちろん知っていた。当初はただ日本植民地時代に

師範学校の教育を受け、陸軍士官学校を卒業して軍人として生きてきたこと

が政策などに生かされていたのでないだろうかと考えた。しかし私は日本植

民地研究をし始めてから、セマウル運動が日本からの影響ではないかともっ

と深く考えるようになった。そして彼が農村振興運動に関与していたのかど

うかということが私の最大の関心事になった。それは私がセマウル運動と農

村振興運動の接点を探していたからであった。朴氏がその農村振興運動の指

導教育の体験から、セマウル運動を構想し展開したのではないかという仮説

を私は持っていたのである。 
朴正煕大統領は 1917 年慶尚北道善山郡亀尾邑上毛里 117 番地で生まれ、

日本名は岡本実、通名は高木正雄である。しかし彼はほぼ「朴正煕」という

名前で一貫した。農村振興運動が始まった1932年に亀尾普通学校を卒業し、

1937 年大邱師範学校を卒業。1937 年から３年間聞慶公立普通学校教師とし

て勤めた。1940 年満州新京の軍官学校２期生として入学し、1944 年に東京

座間の陸軍士官学校を第 57 期生として卒業した。陸軍少尉に任官され松山

第 14 連隊に配属されて、後に満州国軍第八旅団の小隊長をした。 
教育者から軍将校への経歴から、私は彼の人生観、革命思想などを推測し

ていた。私には彼の言動などから軍人であっても師範学校卒の「先生」の教

師像が強く感じられた。日本の教育システムで受けた教師としての、すなわ

ち師匠としての態度を一貫したようである。清廉潔白な教師のような人格を

基本としていたということができる。彼は他の韓国の大統領のように親姻族

による不正の問題は起こしていないし、その点を国民は信頼していたと、私

は感じている。 
彼は日本を非難したことはなかった。フランスの民権革命、中国の孫文革

命、「日本の明治維新」、トルコのケマルパシヤ革命、イギリスの産業革命な

ど我々に与えてくれるものは大きいと述べている。「明治維新の時の志士のよ

うな覚悟で祖国再建に努めており、そのために明治維新を研究している」「私

は日本陸軍士官学校出身であり、強い軍隊を造るには日本式教育が一番良い」

とも言った。日本の軍国主義精神、特に国家改革論という革新派将校たちが

抱えていた昭和維新（2・26 事件）思想の影響を受けたとも言われている２ 。 
 私はその脈絡からセマウル運動と農村振興運動の接点は日本、つまり朝鮮

総督府の農村振興運動との関係であると確信するようになった。それは彼が

慶公立普通学校の教師の時に農村振興運動を指導した経験があったという朝

鮮総督府の農村振興の資料を見たからである。特に「聞慶更生農園」（身北更
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写真１：韓国慶尚北道聞慶郡身北面

葛坪里でインフォーマントたちと

（1996.3.23、筆者撮影）



は甚だ驚異すべきことで、之は全く教員の熱心に依るものであった ３。 
 
私はこの調査を通じて朴氏のセマウル運動が農村振興運動の体験から成

し遂げられた可能性が高いという思いに至り、二つの運動を比較してセマウ

ル運動が日本植民地期の農村振興運動をモデルにして始まったものだと主張

した。                                       

      

 

朴正熙生家を訪ねる 

私の朴正熙への関心は消えることはない。2013 年夏の暑さの真最中に、韓

国慶尚北道龜尾市の朴正熙生家に立ち寄ってみた。7月8日金海空港に着き、

高速電車の KTX に乗った。東大邱で在来線に乗り換えた。乗った列車が「セ

マウル号」であったのは、セマウル（新しい村）運動を調査するために行く

私にとてもふさわしいといえる。セマウル運動の歴史を象徴するようなセマ

ウル号であった。今も走ってはいるがオールドタイムの列車である。当時は

セマウル運動が「新しい」運動であったが、今では「古い」歴史の一場面の

ように感じられる。列車のバージョンが変わるように、多くの人々も私も多

様なバージョンに変わってきている。 
このローカル線では車両よりは人々に昔を感じた。大きい声で慶尚道方言

を話す人たちには、ほんとうに懐かしく親近感を感じた。朴正熙氏の生家へ

向かって走る列車の窓から見える風景は山間地方の盆地である農村なのに、

横断幕などには「先端技術の都市」という看板があって、農村風景には不釣

合いな感がした。今では IT やデジタルが主産業となり、朴正熙が誘致建設

した輸出公団に勤務する家族が多く住んで地域の人口を維持し、40 余万の都

市として経済的にも活性化しているという。亀尾市は朴正熙に恩恵を大きく

受けているということを意味する。朴大統領は自身の生まれた故郷に輸出公

団を誘致建設し、農業の他に工業都市としても有名にしたのである。最近こ

こで朴正熙氏を主題にしたシンポジウム（「2013 朴正煕リーダーシップセミ

ナー」）が開かれたということからも、亀尾市は如何に朴正熙の恩恵を意識し

ているかが分かる。   
私は風水師のように金烏山を見上げてみた。風は単純な山風ではなかった。

朴大統領が金烏山の風水の精気をいただいて生まれたという俗説を、私も内

心半分くらいは信じているようであった。朴正熙生家訪問の重要な目的は、

風水信仰と結びついた英雄談を検証することだった（写真２）。  
翌 7 月 9 日朝、亀尾市にある朴正熙大統領の生家に至るまでの道は、朴正

熙に因んだ道路名に視線がいく。「朴正熙路」「セマウル路」等を通って、朴

正熙生家に到着した。昔はもっと辺鄙な田舎の農村であっただろう。このよ

うな辺鄙なところから英雄が出るのだろうか。風水信仰以外に説明すること

ができない。世俗的にいうならば現代の韓国では偉人や英雄は自然に生まれ

るのではなく、試験地獄（？）によって創られるようなものだからである。

現在から考えると農村からは偉大な人物は出難い。いわば門閥を背景に持っ

て生まれて教育ママの力による課外授業、試験競争を経て、一歩一歩競争戦

を突き抜けて出世するのであり、こういう貧しくて寒々とした村では英雄が

生まれそうにない。現在の出世行路とは違った風水説がかえって朴正熙によ

く似合う。このような村で、このような家で生まれ、いくら誠実さを信条に

して生きたといっても英雄になることは難しい。それはあくまでも運といわ

ざるをえない。 
何より風水的に人物が出てくるという話が合うような感じがした。金烏山

の麓にある藁葺きの家が視野に入ってきた。朴正熙生家に到着した。この家

で朴正熙のような人が生誕したことは驚くに値する。山間地域の貧しい農村

で生まれて師範学校を出て聞慶普通学校の〈先生〉になり、急転換して軍に

入隊して、陸軍士官学校を卒業して、日本帝国の将校となった。日本植民地

から韓国が解放され、共産主義者疑惑で刑務所に入れられて、出所して韓国

の陸軍少将となり、クーデターを起こし、大統領になったのである。 

生農園）の資料をみたときからである。 
 
聞慶公立普通学校へ 

 1995 年その資料を見た私は、早速翌年に聞慶公立普通学校を訪ねた。そこ

は当時慶尚北道農道訓練所の中の「聞慶更生農園」（聞慶郡聞慶面下里）と「身

北更生農園」（同郡身北面葛坪里）が経営主体の指定学校だったからである。

その更生農園卒の生存者の鄭玉振氏に会った。彼へのインタビューによれば、

韓国人の趙先生が主に農園で生活しながら指導をした。朝早く起きて大声を

出すことから、一日の日課を始めた。主に特殊作物やスイカ、さつまいもな

どを栽培したが、啓蒙することが目的であった。主に昼間は労働をし、夕方

に講義が行われた。講師は聞慶郡の尹郡守をはじめとして豊田校長、郡庁内

務課長、事務課長など産業界の人であったという。10 人の生徒が受講した。 
鄭氏は私に、朴正熙氏は聞慶公立普通学校の教師として付設学校の身北更

生農園(身北面葛坪里)で授業を行ったと証言してくれた。葛坪里は聞慶から

12km ほど離れた山奥である。翌朝葛坪里龍興初等学校に到着し、金文鎬校

長を訪ねた。彼の紹介で朴正熙氏に当時直接学んだキム・ソンファン氏など

三人の弟子たちに会うことができた（写真１）。彼らは朴正熙教師が葛坪簡易

学校で農村振興の授業科目を担当したと証言した。 
 

   
 

 それによると簡易学校の姜光乙先生が 40 日間出張をした間、朴正熙先生

が代講してくれたという。彼らは朴正熙先生に対する深い謝恩をもって、心

を込めて、そして真剣に情報を伝えてくれた。酒席では「農村振興歌」を歌

った。毎朝ラッパを吹いておられ、清掃を徹底した人、運動が好きで学生た

ちとよく交わる先生、日本の人々に軽く見られてはいけないと絶えず闘志を

吹き込んだ人、貧富貴賎、分け隔てなく弟子を愛した人、酒が好きな教師、

家庭訪問をたくさんして学生の父兄たちともよく交わった先生、よく走った

運動靴で記憶される人、そして教師で満足する方ではなかったと話しておら

れた。 
私は後に姜光乙先生に関する証言を裏付ける資料を見た。1935 年『朝鮮』

7 月号の金玉鉉氏が寄稿した「慶北の農村を観る」である。 
 

昨年以来各地に簡易学校の設立を見、簡易学校の教育が農村の実際に即

する実習本位の教育であるだけに農村振興に密接な開係があるのは疑

わざる事実である。簡易學校の生徒は二箇年間農家更生の実習生として

訓育を受け卒業後、部落の中堅青年として更生運動の先陣を勤める、農

村の福祉を築く意義ある活きた教育である。聞慶郡聞慶面身北簡易學校

は邑内より北に離れた二里十八町の山奥の寒村にあるが、昭和九年五月

に設立し生徒一、二年生八十二名を有し、教員は姜光乙氏、四十一歳で

あった。校門に入るとー目で気を引くのは全てが立派に整頓されて無駄

な所が無いことであった、校舎は勿論牛、豚、鶏舎、堆肥舎、肥料を貯

めるところ等一区域を劃し実によく整へてゐるのみでなく、土堤の下に

は桑樹を植栽し、庭の隅には薬草其他蔬菜を栽培する等空地を完全に利

用し、実習地も整然と区劃し作物の成長もよろしく見る者をして感心せ

しむる程であった。実習地中の約一反歩は昨年中林野を開墾し熟田に化

し、更に開墾をなす豫定地も約二反歩程隣接してあつた、昨年、生徒一

人当実習収入高は最多十八円五十銭、最少十一円五十銭、平均十三圓に

達し、作業の種類は部落民の田植及除草の引受け、田の稲刈、木炭運搬、

叺織、縄綯、草履作り、実習畓田作業、採薪、養畜、花弁栽培、蔬菜家

庭作業等であって最も多く収入を挙げたものは吹織百八十圓、木炭運搬

百六十圓にして他のものと合せ總計六百二十八圓の収入を挙げ得たの

である。簡易學校にして僅か一箇年を過ぎざるに斯る成績を挙げ得たる
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は甚だ驚異すべきことで、之は全く教員の熱心に依るものであった ３。 
 
私はこの調査を通じて朴氏のセマウル運動が農村振興運動の体験から成

し遂げられた可能性が高いという思いに至り、二つの運動を比較してセマウ

ル運動が日本植民地期の農村振興運動をモデルにして始まったものだと主張

した。                                       

      

 

朴正熙生家を訪ねる 

私の朴正熙への関心は消えることはない。2013 年夏の暑さの真最中に、韓

国慶尚北道龜尾市の朴正熙生家に立ち寄ってみた。7月8日金海空港に着き、

高速電車の KTX に乗った。東大邱で在来線に乗り換えた。乗った列車が「セ

マウル号」であったのは、セマウル（新しい村）運動を調査するために行く

私にとてもふさわしいといえる。セマウル運動の歴史を象徴するようなセマ

ウル号であった。今も走ってはいるがオールドタイムの列車である。当時は

セマウル運動が「新しい」運動であったが、今では「古い」歴史の一場面の

ように感じられる。列車のバージョンが変わるように、多くの人々も私も多

様なバージョンに変わってきている。 
このローカル線では車両よりは人々に昔を感じた。大きい声で慶尚道方言

を話す人たちには、ほんとうに懐かしく親近感を感じた。朴正熙氏の生家へ

向かって走る列車の窓から見える風景は山間地方の盆地である農村なのに、

横断幕などには「先端技術の都市」という看板があって、農村風景には不釣

合いな感がした。今では IT やデジタルが主産業となり、朴正熙が誘致建設

した輸出公団に勤務する家族が多く住んで地域の人口を維持し、40 余万の都

市として経済的にも活性化しているという。亀尾市は朴正熙に恩恵を大きく

受けているということを意味する。朴大統領は自身の生まれた故郷に輸出公

団を誘致建設し、農業の他に工業都市としても有名にしたのである。最近こ

こで朴正熙氏を主題にしたシンポジウム（「2013 朴正煕リーダーシップセミ

ナー」）が開かれたということからも、亀尾市は如何に朴正熙の恩恵を意識し

ているかが分かる。   
私は風水師のように金烏山を見上げてみた。風は単純な山風ではなかった。

朴大統領が金烏山の風水の精気をいただいて生まれたという俗説を、私も内

心半分くらいは信じているようであった。朴正熙生家訪問の重要な目的は、

風水信仰と結びついた英雄談を検証することだった（写真２）。  
翌 7 月 9 日朝、亀尾市にある朴正熙大統領の生家に至るまでの道は、朴正

熙に因んだ道路名に視線がいく。「朴正熙路」「セマウル路」等を通って、朴

正熙生家に到着した。昔はもっと辺鄙な田舎の農村であっただろう。このよ

うな辺鄙なところから英雄が出るのだろうか。風水信仰以外に説明すること

ができない。世俗的にいうならば現代の韓国では偉人や英雄は自然に生まれ

るのではなく、試験地獄（？）によって創られるようなものだからである。

現在から考えると農村からは偉大な人物は出難い。いわば門閥を背景に持っ

て生まれて教育ママの力による課外授業、試験競争を経て、一歩一歩競争戦

を突き抜けて出世するのであり、こういう貧しくて寒々とした村では英雄が

生まれそうにない。現在の出世行路とは違った風水説がかえって朴正熙によ

く似合う。このような村で、このような家で生まれ、いくら誠実さを信条に

して生きたといっても英雄になることは難しい。それはあくまでも運といわ

ざるをえない。 
何より風水的に人物が出てくるという話が合うような感じがした。金烏山

の麓にある藁葺きの家が視野に入ってきた。朴正熙生家に到着した。この家

で朴正熙のような人が生誕したことは驚くに値する。山間地域の貧しい農村

で生まれて師範学校を出て聞慶普通学校の〈先生〉になり、急転換して軍に

入隊して、陸軍士官学校を卒業して、日本帝国の将校となった。日本植民地

から韓国が解放され、共産主義者疑惑で刑務所に入れられて、出所して韓国

の陸軍少将となり、クーデターを起こし、大統領になったのである。 

生農園）の資料をみたときからである。 
 
聞慶公立普通学校へ 

 1995 年その資料を見た私は、早速翌年に聞慶公立普通学校を訪ねた。そこ

は当時慶尚北道農道訓練所の中の「聞慶更生農園」（聞慶郡聞慶面下里）と「身

北更生農園」（同郡身北面葛坪里）が経営主体の指定学校だったからである。

その更生農園卒の生存者の鄭玉振氏に会った。彼へのインタビューによれば、

韓国人の趙先生が主に農園で生活しながら指導をした。朝早く起きて大声を

出すことから、一日の日課を始めた。主に特殊作物やスイカ、さつまいもな

どを栽培したが、啓蒙することが目的であった。主に昼間は労働をし、夕方

に講義が行われた。講師は聞慶郡の尹郡守をはじめとして豊田校長、郡庁内

務課長、事務課長など産業界の人であったという。10 人の生徒が受講した。 
鄭氏は私に、朴正熙氏は聞慶公立普通学校の教師として付設学校の身北更

生農園(身北面葛坪里)で授業を行ったと証言してくれた。葛坪里は聞慶から

12km ほど離れた山奥である。翌朝葛坪里龍興初等学校に到着し、金文鎬校

長を訪ねた。彼の紹介で朴正熙氏に当時直接学んだキム・ソンファン氏など

三人の弟子たちに会うことができた（写真１）。彼らは朴正熙教師が葛坪簡易

学校で農村振興の授業科目を担当したと証言した。 
 

   
 

 それによると簡易学校の姜光乙先生が 40 日間出張をした間、朴正熙先生

が代講してくれたという。彼らは朴正熙先生に対する深い謝恩をもって、心

を込めて、そして真剣に情報を伝えてくれた。酒席では「農村振興歌」を歌

った。毎朝ラッパを吹いておられ、清掃を徹底した人、運動が好きで学生た

ちとよく交わる先生、日本の人々に軽く見られてはいけないと絶えず闘志を

吹き込んだ人、貧富貴賎、分け隔てなく弟子を愛した人、酒が好きな教師、

家庭訪問をたくさんして学生の父兄たちともよく交わった先生、よく走った

運動靴で記憶される人、そして教師で満足する方ではなかったと話しておら

れた。 
私は後に姜光乙先生に関する証言を裏付ける資料を見た。1935 年『朝鮮』

7 月号の金玉鉉氏が寄稿した「慶北の農村を観る」である。 
 

昨年以来各地に簡易学校の設立を見、簡易学校の教育が農村の実際に即

する実習本位の教育であるだけに農村振興に密接な開係があるのは疑

わざる事実である。簡易學校の生徒は二箇年間農家更生の実習生として

訓育を受け卒業後、部落の中堅青年として更生運動の先陣を勤める、農

村の福祉を築く意義ある活きた教育である。聞慶郡聞慶面身北簡易學校

は邑内より北に離れた二里十八町の山奥の寒村にあるが、昭和九年五月

に設立し生徒一、二年生八十二名を有し、教員は姜光乙氏、四十一歳で

あった。校門に入るとー目で気を引くのは全てが立派に整頓されて無駄

な所が無いことであった、校舎は勿論牛、豚、鶏舎、堆肥舎、肥料を貯

めるところ等一区域を劃し実によく整へてゐるのみでなく、土堤の下に

は桑樹を植栽し、庭の隅には薬草其他蔬菜を栽培する等空地を完全に利

用し、実習地も整然と区劃し作物の成長もよろしく見る者をして感心せ

しむる程であった。実習地中の約一反歩は昨年中林野を開墾し熟田に化

し、更に開墾をなす豫定地も約二反歩程隣接してあつた、昨年、生徒一

人当実習収入高は最多十八円五十銭、最少十一円五十銭、平均十三圓に

達し、作業の種類は部落民の田植及除草の引受け、田の稲刈、木炭運搬、

叺織、縄綯、草履作り、実習畓田作業、採薪、養畜、花弁栽培、蔬菜家

庭作業等であって最も多く収入を挙げたものは吹織百八十圓、木炭運搬

百六十圓にして他のものと合せ總計六百二十八圓の収入を挙げ得たの

である。簡易學校にして僅か一箇年を過ぎざるに斯る成績を挙げ得たる
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写真２：韓国慶尚北道亀尾市の

朴正熙生家生家

（2013.7.9、筆者撮影）



生家には農村出身者の出世行路が分かりやすく展示されている。朴氏の生

家は素朴な感がある。生家を宮殿のような両班家のように作らなかったこと

は良い。訪問客は偉大な英雄とみる人が来ているのだろう。真夏の暑さの中、

9 時からの開館時間、館内には観覧者が少ない。私は観光客になって熱心に

観覧した。電子芳名録に住所などを書いて、大統領ご夫妻の写真のそばに立

って記念写真を撮った。そして直径 15 メートル、高さ 10 メートルの原形の

ハイパードームの中で 12 分間の映像スクリーンを椅子もないカーペットに

座ったまま 360 度に広く広がる映像を見た。朴氏の業績を短く圧縮した映像

が縦横に広がって内容は却って分かり難く、しかも大きさに圧倒されて、た

だ偉大な人物なのだという印象を強く受けた。このドームは情報を伝えるの

ではなく、圧倒感を与えるような空間であると感じた。  
朴正熙生家には追慕館があって拝礼ができるように開放されている。朴正

熙生家にも「春窮期」（穀物が足りない端境期）の体験をする食堂がある。私

は朴正熙に対する尊敬の念を持って集まる人々の態度を観察することも一つ

のポイントとした。朴正熙氏は軍人として軍事クーデターで政治家になった

人であったが、韓国経済を発展させた「漢江の奇跡」を成し遂げた英雄であ

ることが展示されている。 
セマウル運動などの大統領の演説文と決裁文書、行政部署の新しい村事業

に関する公文書、村単位の事業書類、新しい村指導者の成功事例原稿と手紙、

市民の手紙、新しい村教材、関連写真と映像など約 22、000 件余りのセマウ

ル運動記録物が 2013 年 6 月ユネスコで世界記憶遺産に登載されたと書かれ

ている。 
私は位牌を祀っている追慕館の前で黙祷をした。私の自分史を振り返って

みて、複雑であった。私は彼を単純に英雄として見るのではなく、彼の人生

を考えて見ている。見る人によっては独裁軍人、あるいは経済開発で祖国近

代化を達成させた偉大な大統領として見るだろう。 
私は金日成生家を訪ねた時のことを思い出した。「朴正熙生家」と「金日

成生家」は非常に似ている。しかし朴氏は金氏と決定的に異なる。金氏は独

裁者として一貫し、平穏に死亡し、その一族が現在 3 代続いているが、朴氏

は暗殺された悲劇的な人物である。しかし生家の記念展示には悲劇的な部分

が欠如している。クーデター、長期政権と人権弾圧、暗殺などは一切展示さ

れていない。彼の人生の暗い部分は表現されていない。彼の暗い部分はなく、

金氏の生家とそれほど変わりがないものになっている。 
彼の一生の一部だけが強調されている。これは総合的な資料館とは言えな

い。生家らしく誕生だけを強調したものに過ぎない。ただ平凡な英雄作りの

記念館にすぎない。彼の悲劇的な部分は金日成生家と本質的に違う。偉大な

政治家・軍人としての英雄という点を考えに入れなければならない。悲劇的

な部分がカットされてはいけない。それでは単なる田舎の村おこしの施設物

にすぎない。朴氏を否定的にみる人は来なかったり、背を向けたりするだろ

う。安重根は伊藤博文を暗殺して、死刑にされても偉大な英雄として名を残

したが、金載圭は朴正熙を暗殺して死刑となり、忘れさられている。同じ殺

人者だが、何がこのように相反的にするのだろうか。   
生家の外側には 2015 年完工予定である「セマウル運動テーマ公園」の中

に朴大統領の銅像が立っている。遠くから見た朴正熙像は私のイメージとは

とても掛け離れていた。銅像は実物より大きく、彼ではない。私が思うに彼

は小柄な軍人であったが、銅像は長身の紳士であった。彼はこんなに長身の

紳士だったろうか? 背が伸びたのだろうか、変身したのだろうか。英雄化の

濃厚なイメージアップの意図が加えられたものあり、非常に違和感を受けた。 
  朴大統領の生家を訪ねて朴正熙氏の人生の全体像を見ることはできなかっ

た。彼を知る本場であると期待したのに、逆にその真実を知ることができな

かった。それは先述したように悲劇性自体が英雄性なのに、この闇の部分が

欠如しており、さらに変身した英雄像（？）には感動より失望を感じた。 
亀尾から金海空港行き直行バスに乗った。客は私一人であった。贅沢を感

じた。その車中で朴正熙生家に対して自ら感想を整理するように念入りに考

えた。朴正熙氏が日本帝国の教育を受け、聞慶で教師をしながら何を考え、

どんな経験を積んだのだろうか。後に革命を起こして大統領になり、農村革

命を起こすに至らせたのは何だったのだろうか。 
 

セマウル運動の源流 

韓国にとって日本植民地時代は不幸な時代であるが、その時代のものが残

は甚だ驚異すべきことで、之は全く教員の熱心に依るものであった ３。 
 
私はこの調査を通じて朴氏のセマウル運動が農村振興運動の体験から成

し遂げられた可能性が高いという思いに至り、二つの運動を比較してセマウ

ル運動が日本植民地期の農村振興運動をモデルにして始まったものだと主張

した。                                       

      

 

朴正熙生家を訪ねる 

私の朴正熙への関心は消えることはない。2013 年夏の暑さの真最中に、韓

国慶尚北道龜尾市の朴正熙生家に立ち寄ってみた。7月8日金海空港に着き、

高速電車の KTX に乗った。東大邱で在来線に乗り換えた。乗った列車が「セ

マウル号」であったのは、セマウル（新しい村）運動を調査するために行く

私にとてもふさわしいといえる。セマウル運動の歴史を象徴するようなセマ

ウル号であった。今も走ってはいるがオールドタイムの列車である。当時は

セマウル運動が「新しい」運動であったが、今では「古い」歴史の一場面の

ように感じられる。列車のバージョンが変わるように、多くの人々も私も多

様なバージョンに変わってきている。 
このローカル線では車両よりは人々に昔を感じた。大きい声で慶尚道方言

を話す人たちには、ほんとうに懐かしく親近感を感じた。朴正熙氏の生家へ

向かって走る列車の窓から見える風景は山間地方の盆地である農村なのに、

横断幕などには「先端技術の都市」という看板があって、農村風景には不釣

合いな感がした。今では IT やデジタルが主産業となり、朴正熙が誘致建設

した輸出公団に勤務する家族が多く住んで地域の人口を維持し、40 余万の都

市として経済的にも活性化しているという。亀尾市は朴正熙に恩恵を大きく

受けているということを意味する。朴大統領は自身の生まれた故郷に輸出公

団を誘致建設し、農業の他に工業都市としても有名にしたのである。最近こ

こで朴正熙氏を主題にしたシンポジウム（「2013 朴正煕リーダーシップセミ

ナー」）が開かれたということからも、亀尾市は如何に朴正熙の恩恵を意識し

ているかが分かる。   
私は風水師のように金烏山を見上げてみた。風は単純な山風ではなかった。

朴大統領が金烏山の風水の精気をいただいて生まれたという俗説を、私も内

心半分くらいは信じているようであった。朴正熙生家訪問の重要な目的は、

風水信仰と結びついた英雄談を検証することだった（写真２）。  
翌 7 月 9 日朝、亀尾市にある朴正熙大統領の生家に至るまでの道は、朴正

熙に因んだ道路名に視線がいく。「朴正熙路」「セマウル路」等を通って、朴

正熙生家に到着した。昔はもっと辺鄙な田舎の農村であっただろう。このよ

うな辺鄙なところから英雄が出るのだろうか。風水信仰以外に説明すること

ができない。世俗的にいうならば現代の韓国では偉人や英雄は自然に生まれ

るのではなく、試験地獄（？）によって創られるようなものだからである。

現在から考えると農村からは偉大な人物は出難い。いわば門閥を背景に持っ

て生まれて教育ママの力による課外授業、試験競争を経て、一歩一歩競争戦

を突き抜けて出世するのであり、こういう貧しくて寒々とした村では英雄が

生まれそうにない。現在の出世行路とは違った風水説がかえって朴正熙によ

く似合う。このような村で、このような家で生まれ、いくら誠実さを信条に

して生きたといっても英雄になることは難しい。それはあくまでも運といわ

ざるをえない。 
何より風水的に人物が出てくるという話が合うような感じがした。金烏山

の麓にある藁葺きの家が視野に入ってきた。朴正熙生家に到着した。この家

で朴正熙のような人が生誕したことは驚くに値する。山間地域の貧しい農村

で生まれて師範学校を出て聞慶普通学校の〈先生〉になり、急転換して軍に

入隊して、陸軍士官学校を卒業して、日本帝国の将校となった。日本植民地

から韓国が解放され、共産主義者疑惑で刑務所に入れられて、出所して韓国

の陸軍少将となり、クーデターを起こし、大統領になったのである。 
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生家には農村出身者の出世行路が分かりやすく展示されている。朴氏の生

家は素朴な感がある。生家を宮殿のような両班家のように作らなかったこと

は良い。訪問客は偉大な英雄とみる人が来ているのだろう。真夏の暑さの中、

9 時からの開館時間、館内には観覧者が少ない。私は観光客になって熱心に

観覧した。電子芳名録に住所などを書いて、大統領ご夫妻の写真のそばに立

って記念写真を撮った。そして直径 15 メートル、高さ 10 メートルの原形の

ハイパードームの中で 12 分間の映像スクリーンを椅子もないカーペットに

座ったまま 360 度に広く広がる映像を見た。朴氏の業績を短く圧縮した映像

が縦横に広がって内容は却って分かり難く、しかも大きさに圧倒されて、た

だ偉大な人物なのだという印象を強く受けた。このドームは情報を伝えるの

ではなく、圧倒感を与えるような空間であると感じた。  
朴正熙生家には追慕館があって拝礼ができるように開放されている。朴正

熙生家にも「春窮期」（穀物が足りない端境期）の体験をする食堂がある。私

は朴正熙に対する尊敬の念を持って集まる人々の態度を観察することも一つ

のポイントとした。朴正熙氏は軍人として軍事クーデターで政治家になった

人であったが、韓国経済を発展させた「漢江の奇跡」を成し遂げた英雄であ

ることが展示されている。 
セマウル運動などの大統領の演説文と決裁文書、行政部署の新しい村事業

に関する公文書、村単位の事業書類、新しい村指導者の成功事例原稿と手紙、

市民の手紙、新しい村教材、関連写真と映像など約 22、000 件余りのセマウ

ル運動記録物が 2013 年 6 月ユネスコで世界記憶遺産に登載されたと書かれ

ている。 
私は位牌を祀っている追慕館の前で黙祷をした。私の自分史を振り返って

みて、複雑であった。私は彼を単純に英雄として見るのではなく、彼の人生

を考えて見ている。見る人によっては独裁軍人、あるいは経済開発で祖国近

代化を達成させた偉大な大統領として見るだろう。 
私は金日成生家を訪ねた時のことを思い出した。「朴正熙生家」と「金日

成生家」は非常に似ている。しかし朴氏は金氏と決定的に異なる。金氏は独

裁者として一貫し、平穏に死亡し、その一族が現在 3 代続いているが、朴氏

は暗殺された悲劇的な人物である。しかし生家の記念展示には悲劇的な部分

が欠如している。クーデター、長期政権と人権弾圧、暗殺などは一切展示さ

れていない。彼の人生の暗い部分は表現されていない。彼の暗い部分はなく、

金氏の生家とそれほど変わりがないものになっている。 
彼の一生の一部だけが強調されている。これは総合的な資料館とは言えな

い。生家らしく誕生だけを強調したものに過ぎない。ただ平凡な英雄作りの

記念館にすぎない。彼の悲劇的な部分は金日成生家と本質的に違う。偉大な

政治家・軍人としての英雄という点を考えに入れなければならない。悲劇的

な部分がカットされてはいけない。それでは単なる田舎の村おこしの施設物

にすぎない。朴氏を否定的にみる人は来なかったり、背を向けたりするだろ

う。安重根は伊藤博文を暗殺して、死刑にされても偉大な英雄として名を残

したが、金載圭は朴正熙を暗殺して死刑となり、忘れさられている。同じ殺

人者だが、何がこのように相反的にするのだろうか。   
生家の外側には 2015 年完工予定である「セマウル運動テーマ公園」の中

に朴大統領の銅像が立っている。遠くから見た朴正熙像は私のイメージとは

とても掛け離れていた。銅像は実物より大きく、彼ではない。私が思うに彼

は小柄な軍人であったが、銅像は長身の紳士であった。彼はこんなに長身の

紳士だったろうか? 背が伸びたのだろうか、変身したのだろうか。英雄化の

濃厚なイメージアップの意図が加えられたものあり、非常に違和感を受けた。 
  朴大統領の生家を訪ねて朴正熙氏の人生の全体像を見ることはできなかっ

た。彼を知る本場であると期待したのに、逆にその真実を知ることができな

かった。それは先述したように悲劇性自体が英雄性なのに、この闇の部分が

欠如しており、さらに変身した英雄像（？）には感動より失望を感じた。 
亀尾から金海空港行き直行バスに乗った。客は私一人であった。贅沢を感

じた。その車中で朴正熙生家に対して自ら感想を整理するように念入りに考

えた。朴正熙氏が日本帝国の教育を受け、聞慶で教師をしながら何を考え、

どんな経験を積んだのだろうか。後に革命を起こして大統領になり、農村革

命を起こすに至らせたのは何だったのだろうか。 
 

セマウル運動の源流 

韓国にとって日本植民地時代は不幸な時代であるが、その時代のものが残

は甚だ驚異すべきことで、之は全く教員の熱心に依るものであった ３。 
 
私はこの調査を通じて朴氏のセマウル運動が農村振興運動の体験から成

し遂げられた可能性が高いという思いに至り、二つの運動を比較してセマウ

ル運動が日本植民地期の農村振興運動をモデルにして始まったものだと主張

した。                                       

      

 

朴正熙生家を訪ねる 

私の朴正熙への関心は消えることはない。2013 年夏の暑さの真最中に、韓

国慶尚北道龜尾市の朴正熙生家に立ち寄ってみた。7月8日金海空港に着き、

高速電車の KTX に乗った。東大邱で在来線に乗り換えた。乗った列車が「セ

マウル号」であったのは、セマウル（新しい村）運動を調査するために行く

私にとてもふさわしいといえる。セマウル運動の歴史を象徴するようなセマ

ウル号であった。今も走ってはいるがオールドタイムの列車である。当時は

セマウル運動が「新しい」運動であったが、今では「古い」歴史の一場面の

ように感じられる。列車のバージョンが変わるように、多くの人々も私も多

様なバージョンに変わってきている。 
このローカル線では車両よりは人々に昔を感じた。大きい声で慶尚道方言

を話す人たちには、ほんとうに懐かしく親近感を感じた。朴正熙氏の生家へ

向かって走る列車の窓から見える風景は山間地方の盆地である農村なのに、

横断幕などには「先端技術の都市」という看板があって、農村風景には不釣

合いな感がした。今では IT やデジタルが主産業となり、朴正熙が誘致建設

した輸出公団に勤務する家族が多く住んで地域の人口を維持し、40 余万の都

市として経済的にも活性化しているという。亀尾市は朴正熙に恩恵を大きく

受けているということを意味する。朴大統領は自身の生まれた故郷に輸出公

団を誘致建設し、農業の他に工業都市としても有名にしたのである。最近こ

こで朴正熙氏を主題にしたシンポジウム（「2013 朴正煕リーダーシップセミ

ナー」）が開かれたということからも、亀尾市は如何に朴正熙の恩恵を意識し

ているかが分かる。   
私は風水師のように金烏山を見上げてみた。風は単純な山風ではなかった。

朴大統領が金烏山の風水の精気をいただいて生まれたという俗説を、私も内

心半分くらいは信じているようであった。朴正熙生家訪問の重要な目的は、

風水信仰と結びついた英雄談を検証することだった（写真２）。  
翌 7 月 9 日朝、亀尾市にある朴正熙大統領の生家に至るまでの道は、朴正

熙に因んだ道路名に視線がいく。「朴正熙路」「セマウル路」等を通って、朴

正熙生家に到着した。昔はもっと辺鄙な田舎の農村であっただろう。このよ

うな辺鄙なところから英雄が出るのだろうか。風水信仰以外に説明すること

ができない。世俗的にいうならば現代の韓国では偉人や英雄は自然に生まれ

るのではなく、試験地獄（？）によって創られるようなものだからである。

現在から考えると農村からは偉大な人物は出難い。いわば門閥を背景に持っ

て生まれて教育ママの力による課外授業、試験競争を経て、一歩一歩競争戦

を突き抜けて出世するのであり、こういう貧しくて寒々とした村では英雄が

生まれそうにない。現在の出世行路とは違った風水説がかえって朴正熙によ

く似合う。このような村で、このような家で生まれ、いくら誠実さを信条に

して生きたといっても英雄になることは難しい。それはあくまでも運といわ

ざるをえない。 
何より風水的に人物が出てくるという話が合うような感じがした。金烏山

の麓にある藁葺きの家が視野に入ってきた。朴正熙生家に到着した。この家

で朴正熙のような人が生誕したことは驚くに値する。山間地域の貧しい農村

で生まれて師範学校を出て聞慶普通学校の〈先生〉になり、急転換して軍に

入隊して、陸軍士官学校を卒業して、日本帝国の将校となった。日本植民地

から韓国が解放され、共産主義者疑惑で刑務所に入れられて、出所して韓国

の陸軍少将となり、クーデターを起こし、大統領になったのである。 
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存するのは当然であり、それが残っているのは事実である。政治、経済、社

会、文化のあらゆる面において日本文化の影響が根強く存在すると同時に、

下部構造までも日帝時代の枠組み、すなわち政府行政組織、教育制度、メデ

ィアの形態、徴兵制と軍隊組織、警察組織、企業構造等など、あらゆる制度

と組織が日本式の枠によって作られていて、大部分が修正されずに今日まで

残っている４。朴正煕氏が植民地時代の農村振興運動をモデルとしてセマウ

ル運動をしたのもそれであろう５。私は農村振興運動とセマウル運動を比較

して、セマウル運動が日本植民地期に宇垣一成が主導し、朝鮮総督府が実施

した農村振興運動の影響を受けていたか否かを確認したかった６。 
 セマウル運動には様々な見解がある。セマウル運動に対しては、ある人は

農漁山村住民を政府主導で行政的に統制して労動力として動員した運動、政

治的な体制維持のためのものであると否定的に批判した。また多くの人々は

セマウル運動のおかげで韓国が経済的に発展を成し遂げたと、肯定的に評価

しもする。亀尾で開かれたシンポジウムでソウル大学校名誉教授のノファジ

ュ氏は「1970 年代のセマウル運動を社会的革新として、勤勉・自助・協同の

セマウル精神の創発を社会的革新の成功と見る」と言った。 
金忠男氏は『成功した大統領・失敗した大統領』で「朴正熙大統領は韓国

の代表的指導者だけでなく 5000 年民族史にそびえ立った指導者の一人とし

ていつまでも記憶されるだろう」と評価し、その主要な理由としてセマウル

運動を推進して大きい成果を上げていると述べている。 
私はその深層を探ってみたかった。創案者である朴正熙氏はセマウル運動

の計画と実施は何を参考にしたのか考えていくうちに、朴正熙氏が軍人や政

治家になる前に小学校の「先生」であったことに注目した。しかし特にセマ

ウル運動の標語の〈自力更生〉をスローガンに始められた新しい村づくり運

動は農村振興運動へ、地方改良運動へ、さらに二宮尊徳への「報徳運動」に

遡る。 
セマウル運動や農村振興運動は、今の日本でも「地方創生」のモデルとな

り得るかも知れない。 
                  （dgpyc081@yahoo.co.jp） 
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生家には農村出身者の出世行路が分かりやすく展示されている。朴氏の生

家は素朴な感がある。生家を宮殿のような両班家のように作らなかったこと

は良い。訪問客は偉大な英雄とみる人が来ているのだろう。真夏の暑さの中、

9 時からの開館時間、館内には観覧者が少ない。私は観光客になって熱心に

観覧した。電子芳名録に住所などを書いて、大統領ご夫妻の写真のそばに立

って記念写真を撮った。そして直径 15 メートル、高さ 10 メートルの原形の

ハイパードームの中で 12 分間の映像スクリーンを椅子もないカーペットに

座ったまま 360 度に広く広がる映像を見た。朴氏の業績を短く圧縮した映像

が縦横に広がって内容は却って分かり難く、しかも大きさに圧倒されて、た

だ偉大な人物なのだという印象を強く受けた。このドームは情報を伝えるの

ではなく、圧倒感を与えるような空間であると感じた。  
朴正熙生家には追慕館があって拝礼ができるように開放されている。朴正

熙生家にも「春窮期」（穀物が足りない端境期）の体験をする食堂がある。私

は朴正熙に対する尊敬の念を持って集まる人々の態度を観察することも一つ

のポイントとした。朴正熙氏は軍人として軍事クーデターで政治家になった

人であったが、韓国経済を発展させた「漢江の奇跡」を成し遂げた英雄であ

ることが展示されている。 
セマウル運動などの大統領の演説文と決裁文書、行政部署の新しい村事業

に関する公文書、村単位の事業書類、新しい村指導者の成功事例原稿と手紙、

市民の手紙、新しい村教材、関連写真と映像など約 22、000 件余りのセマウ

ル運動記録物が 2013 年 6 月ユネスコで世界記憶遺産に登載されたと書かれ

ている。 
私は位牌を祀っている追慕館の前で黙祷をした。私の自分史を振り返って

みて、複雑であった。私は彼を単純に英雄として見るのではなく、彼の人生

を考えて見ている。見る人によっては独裁軍人、あるいは経済開発で祖国近

代化を達成させた偉大な大統領として見るだろう。 
私は金日成生家を訪ねた時のことを思い出した。「朴正熙生家」と「金日

成生家」は非常に似ている。しかし朴氏は金氏と決定的に異なる。金氏は独

裁者として一貫し、平穏に死亡し、その一族が現在 3 代続いているが、朴氏

は暗殺された悲劇的な人物である。しかし生家の記念展示には悲劇的な部分

が欠如している。クーデター、長期政権と人権弾圧、暗殺などは一切展示さ

れていない。彼の人生の暗い部分は表現されていない。彼の暗い部分はなく、

金氏の生家とそれほど変わりがないものになっている。 
彼の一生の一部だけが強調されている。これは総合的な資料館とは言えな

い。生家らしく誕生だけを強調したものに過ぎない。ただ平凡な英雄作りの

記念館にすぎない。彼の悲劇的な部分は金日成生家と本質的に違う。偉大な

政治家・軍人としての英雄という点を考えに入れなければならない。悲劇的

な部分がカットされてはいけない。それでは単なる田舎の村おこしの施設物

にすぎない。朴氏を否定的にみる人は来なかったり、背を向けたりするだろ

う。安重根は伊藤博文を暗殺して、死刑にされても偉大な英雄として名を残

したが、金載圭は朴正熙を暗殺して死刑となり、忘れさられている。同じ殺

人者だが、何がこのように相反的にするのだろうか。   
生家の外側には 2015 年完工予定である「セマウル運動テーマ公園」の中

に朴大統領の銅像が立っている。遠くから見た朴正熙像は私のイメージとは

とても掛け離れていた。銅像は実物より大きく、彼ではない。私が思うに彼

は小柄な軍人であったが、銅像は長身の紳士であった。彼はこんなに長身の

紳士だったろうか? 背が伸びたのだろうか、変身したのだろうか。英雄化の

濃厚なイメージアップの意図が加えられたものあり、非常に違和感を受けた。 
  朴大統領の生家を訪ねて朴正熙氏の人生の全体像を見ることはできなかっ

た。彼を知る本場であると期待したのに、逆にその真実を知ることができな

かった。それは先述したように悲劇性自体が英雄性なのに、この闇の部分が

欠如しており、さらに変身した英雄像（？）には感動より失望を感じた。 
亀尾から金海空港行き直行バスに乗った。客は私一人であった。贅沢を感

じた。その車中で朴正熙生家に対して自ら感想を整理するように念入りに考

えた。朴正熙氏が日本帝国の教育を受け、聞慶で教師をしながら何を考え、

どんな経験を積んだのだろうか。後に革命を起こして大統領になり、農村革

命を起こすに至らせたのは何だったのだろうか。 
 

セマウル運動の源流 

韓国にとって日本植民地時代は不幸な時代であるが、その時代のものが残
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存するのは当然であり、それが残っているのは事実である。政治、経済、社

会、文化のあらゆる面において日本文化の影響が根強く存在すると同時に、

下部構造までも日帝時代の枠組み、すなわち政府行政組織、教育制度、メデ

ィアの形態、徴兵制と軍隊組織、警察組織、企業構造等など、あらゆる制度

と組織が日本式の枠によって作られていて、大部分が修正されずに今日まで

残っている４。朴正煕氏が植民地時代の農村振興運動をモデルとしてセマウ

ル運動をしたのもそれであろう５。私は農村振興運動とセマウル運動を比較

して、セマウル運動が日本植民地期に宇垣一成が主導し、朝鮮総督府が実施

した農村振興運動の影響を受けていたか否かを確認したかった６。 
 セマウル運動には様々な見解がある。セマウル運動に対しては、ある人は

農漁山村住民を政府主導で行政的に統制して労動力として動員した運動、政

治的な体制維持のためのものであると否定的に批判した。また多くの人々は

セマウル運動のおかげで韓国が経済的に発展を成し遂げたと、肯定的に評価

しもする。亀尾で開かれたシンポジウムでソウル大学校名誉教授のノファジ

ュ氏は「1970 年代のセマウル運動を社会的革新として、勤勉・自助・協同の

セマウル精神の創発を社会的革新の成功と見る」と言った。 
金忠男氏は『成功した大統領・失敗した大統領』で「朴正熙大統領は韓国

の代表的指導者だけでなく 5000 年民族史にそびえ立った指導者の一人とし

ていつまでも記憶されるだろう」と評価し、その主要な理由としてセマウル

運動を推進して大きい成果を上げていると述べている。 
私はその深層を探ってみたかった。創案者である朴正熙氏はセマウル運動

の計画と実施は何を参考にしたのか考えていくうちに、朴正熙氏が軍人や政

治家になる前に小学校の「先生」であったことに注目した。しかし特にセマ

ウル運動の標語の〈自力更生〉をスローガンに始められた新しい村づくり運

動は農村振興運動へ、地方改良運動へ、さらに二宮尊徳への「報徳運動」に

遡る。 
セマウル運動や農村振興運動は、今の日本でも「地方創生」のモデルとな

り得るかも知れない。 
                  （dgpyc081@yahoo.co.jp） 
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セマウル運動の源流 

韓国にとって日本植民地時代は不幸な時代であるが、その時代のものが残
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『アジア社会文化研究』投稿規程 

 
 
１．『アジア社会文化研究』の目的 

 『アジア社会文化研究』はアジア社会文化研究会において発表・議論され
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で年 1回のペースで刊行されている。同研究会は、アジア研究にかかわる者

が専門分野の枠をこえて学際的に討論し研究の幅を広げることを目的に、広

島大学大学院総合科学研究科に所属する教員および大学院生を中心に設立・

運営されている。 
 
２．投稿資格 

 原則として本研究会の目的に適い、本研究会にて発表した者とする。なお

編集委員会（ならびに院生の場合には当該指導教官）が質的に掲載に十分値

すると認めた論文の投稿申し込みを受理し、掲載の可否については厳正な査

読制をしくこととする。 
 
３．論文集完成までの過程 

（1）投稿希望者は 8 月 31 日までに所定の用紙（「投稿申込書」）で申し込む 
こと（電子メールによる添付書式も可）。 

（2）投稿希望論文の提出期限は 11 月 1 日までとする。 
（3）投稿希望者は本年度の研究会において、投稿論文の主題に沿った発表 
を少なくとも一度以上行わなければならない。ただし海外居住者や遠隔地 
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は、編集委員会での審議を経たのちに、レジュメ等の提出で発表に代える。 

（4）発表と投稿論文の提出を終えた者から随時、査読制による審査を受け、 
そこでの結果により、掲載の可否が決定される。 

（5）その後、編集作業（投稿論文の加筆・修正を要請することがある）を 
経て、翌年の 3 月末日に刊行する。 

 

４．執筆要項 
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 ①論説：16000～20000 字程度（400 字詰め原稿用紙で 40 枚～50 枚程度） 
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③研究動向・調査報告・資料紹介等：8000 字程度（同 20 枚程度） 
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（2）書式等 
 原則として「ワード」横書き（34 字×30 行）で、本文を記述する言語は日
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（b）印刷したもの 1 部（直接・郵送いずれも可） 
なお投稿申し込みが受理された場合、投稿者は編集委員会の指示に従うも
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５．書式の設定 
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章見出し 
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 １．２．３．…（全角，フォントサイズ 10） 
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本文 MS 明朝 フォントサイズ 9 
数字・英文 章，節見出し以外は全て「Century」 

脚注 文末脚注 脚注番号は「アラビア数字」で設定 
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